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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第５部門第３区分
【発行日】平成26年8月7日(2014.8.7)

【公表番号】特表2013-534303(P2013-534303A)
【公表日】平成25年9月2日(2013.9.2)
【年通号数】公開・登録公報2013-047
【出願番号】特願2013-522193(P2013-522193)
【国際特許分類】
   Ｆ２４Ｊ   2/24     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  20/28     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ２４Ｊ   2/24    　　　Ａ
   Ｂ０１Ｊ  20/28    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成26年6月18日(2014.6.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　機械的支持体と、ゲッタ材料の圧縮粉末からなるピル（１１、２１、５１）とを備える
ゲッタシステム（１０；２０）を収容する太陽熱集熱器集熱管であって、前記機械的支持
体は底部（１２）及び２つの側方肩部（１３、１３’）からなるホルダを含み、前記ゲッ
タ粉末ピル（１１、２１）は如何なる結合剤も含まず、１５ｍｍ以上の直径と、２～５か
らなる直径／高さ比とを有し、単一のラインで前記底部（１２）において前記ホルダ内に
収容されることを特徴とする、ゲッタシステムを収容する太陽熱集熱器集熱管。
【請求項２】
　前記ゲッタ粉末ピル（１１、２１、５１）の前記直径は３５ｍｍ以下であることを特徴
とする請求項１に記載の集熱管。
【請求項３】
　前記ホルダは、前記ゲッタ粉末ピル（１１、２１、５１）のうちの１つ又は複数と接触
する１つ又は複数の弾性要素（３１、３２、３３、３４）を更に含み、前記弾性要素は、
前記ゲッタ粉末ピルと接触するための平坦な、又は丸みを帯びた部分（３１１、３１２；
３２１、３２２；３３１、３３２；３４１、３４２）を与えることを特徴とする請求項１
に記載の集熱管。
【請求項４】
　前記弾性要素（３１、３２、３３、３４）は、新品のゲッタピル上に５０Ｎ～１５０Ｎ
からなる圧縮力を加えることを特徴とする請求項３に記載の集熱管。
【請求項５】
　前記ホルダは金網によって部分的に包まれることを特徴とする請求項１から４のいずれ
か一項に記載の集熱管。
【請求項６】
　前記ホルダは、前記ゲッタ粉末ピル（１１、２１、５１）の直径よりも広い幅を有し、
前記ホルダの幅と前記直径との間の差は１ｍｍ～３ｍｍからなることを特徴とする請求項
１から５のいずれか一項に記載の集熱管。
【請求項７】
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　前記ホルダの前記側方肩部（１３、１３’）の高さは前記ゲッタ粉末ピル（１１、２１
、５１）の高さ未満であり、前記側方肩部（１３、１３’）の高さと、前記ゲッタ粉末ピ
ル（１１、２１、５１）の高さとの間の差は０．５ｍｍ～１ｍｍからなることを特徴とす
る請求項１から６のいずれか一項に記載の集熱管。
【請求項８】
　前記ホルダは前記カバーの開口部内に金網（２２）を有する穴あきカバー（２３）によ
って閉じられ、前記側方肩部（１３、１３’）の高さは前記ゲッタ粉末ピルよりも１ｍｍ
～３ｍｍ高いことを特徴とする請求項１から４のいずれか一項に記載の集熱管。
【請求項９】
　前記穴あきカバー（５５）は、前記ゲッタ粉末ピル（１１、２１、５１）との分散接触
を達成する１つ又は複数のくぼみ（５３、５３’）を与えることを特徴とする請求項８に
記載の集熱管。
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